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研究ノート
1．日露戦争での行政村における小学校長の役割
　1.1  南多摩郡忠生村における日露戦争
　筆者は、これまで東京府南多摩郡忠
た た お
生村（現・東京都町田市の一部）をフィールドとして日
露戦争における銃後活動の展開についての研究を進め、銃後活動が戦争で果たした役割と意義
について明らかにしてきた。
　忠生村は、明治 22 年（1889）に上小山田村、下小山田村、木曽村、図師村、山崎村、根岸
村の 6か村が合併して誕生した行政村である。南多摩郡の南部に位置し、日露戦争当時、忠生
村には 5校の尋常小学校と 1校の高等小学校が存在した。そのうち図師地区と山崎地区の児童
が通学しているのが向明尋常小学校で、校長は天野佐一郎であった。佐一郎は忠生村図師区の
地方名望家（豪農）福次郎の長男として明治 9年（1876）年に生まれ、明治 35 年 9 月から向
明尋常小学校の本科正教員兼校長となり、大正元年に向明小学校が忠生尋常高等小学校に統合
されるまで校長の地位にあった。
　佐一郎の孫にあたる天野節家には、佐一郎が残した多数の書籍や文献・書簡が保管されてい
た。この「天野家関係文書」には、佐一郎宛ての日露戦争出征兵士の軍事郵便が多数含まれ、
小学校の校長がすすめた銃後活動の実態がよくわかる。佐一郎は村の出征兵士に新聞紙を発送
したり、手紙で村の情報や留守家族の様子を伝えたり、留守家族を支援して兵士たちの不安を
取り除くなどの活動を精力的にすすめた。
　佐一郎はまた、青年会の会長としての立場からも銃後活動を展開した。日露戦争前、佐一郎
は忠生青年会を創設したが、図師区・上小山田区・下小山田区と、大字別の会員名簿が 3冊存
在し、これとは別の会計簿の「収入部」に「金壱円山崎」、「金弐拾銭根岸」とあり、忠生青年
会は、少なくても 5つの大字を抱合する行政村単位の青年会であったことがわかる。佐一郎は、
図師区の青年会（潜龍会）の会長も兼ねており、双方の青年会長の立場を巧みに使い分けて兵
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士への援護活動を展開している。1
　その背景には、行政村と区（旧村、自然村）の確執や対立があったと推測される。周知のよ
うに、町村制の施行のさい近世の自然村 7万余は 1万 3千の行政村に統合され、旧村は区（大
字）となり形式的に自治能力を失ったが、以後も強固なきずなを持ち、行政村の村会議員は各
区の代表で構成され、区間の利害が一致しないと、軋轢が発生して村政に支障を来すことが少
なくなかった。
　日露戦争後、内務省などが主導して地方改良運動がすすめられたが、そのうち区（旧村）共
有財産の行政村への吸収、神社の統廃合、小学校の統合などは「日本帝国の強固な基盤となり
うる町村をつくりあげるために、すなわち「国家のための共同体」をつくりあげるため」、「旧
来の町村制の内包していた村落共同体たる大字と行政機構たる町村という二重構造をうちくだ
いたうえで、行政町村そのものを「国家のための共同体」に転化」2…する目的があったとされる。
　大江志乃夫氏は、村の小学校の校長や教員は、中央集権的地方行政の末端町村における執行
官で、とくに小学校長は村長に次ぐ行政村の吏員として村民に認知され、校長もそうした自覚
を持っていたとする。そして、区（旧村）が創設し維持してきた小学校に在職する校長や教員
は、町村の行政機能が村の末端まで貫徹機能する条件が不十分な状態のもとで、行政町村の行
政機能と自然村をつなぐ行政の代替機能を期待されていたと述べる。3
　1.2  行政村における小学校校長に期待される役割
　「天野家関係文書」には「忠生高等小学校開校第十一回記念を祝す」と題する挨拶文（明治
40 年 12 月 27 日付）が存在するが、このなかで佐一郎は「戦争の勝利をも猶
なお
教育の功に帰せり、
然
しか
り而
しか
して町村の治績も亦同一の根源に出づるとは更に疑ふべからざるなり、是を以て所
いわゆる
謂模
範町村の実績を察するに、必ず町村当事者と学校当事者との間、常に同心協力の美風存するを
見る」と記しており、日露戦争の勝利を教育の成果に帰し、模範町村というのは、村と学校の
協力関係がうまくいっているところだと断言している。模範町村は、統治が良好であるとして
内務省から表彰された優良町村のことで、表彰されるのは町村にとって名誉とされた。
　「模範村と言はるゝ村には何れも抽んでゝ良教員が在る」（長沢則彦『模範自治村』明治 38 年）
といわれたように、村長と小学校長が模範村を推進する車の両輪の役割を担っていた。佐一郎
も、戦後の忠生村を模範村たらしめようと「行政村と学校」の「同心協力」を推進する「良教
員」だったことが、挨拶文から読み取れよう。
　だが、そんな「良教員」たる天野佐一郎は、日露戦争後、忠生村で小学校統合問題が起こる
や、区を代表して統合反対の急先鋒4…となり、「村落共同体たる大字と行政機構たる町村とい
う二重構造をうちくだ」く試みに激しく抵抗することになるのである。
　地方改良運動期における小学校統合に関する研究には、自治体史に個別事例が多く載るもの
の、体系的な研究は極めて少ない。坂野健児氏と清水修二氏の共著『地域社会と学校統廃合』は、
その一つである。同書は、小学校の統廃合が政策的に行われたことについて「日露戦没後数年
1… 日露戦争における忠生村の銃後活動については「一農村における銃後活動の実態～…日露戦争時の南多摩郡忠生村
を例に…～」から引用。
2… 宮地正人著『日露戦後政治史の研究』（東京大学出版会 1973 年）P75
3… 大江志乃夫著『国民教育と軍隊』（新日本出版社　1974 年）
4… 東京都町田市教育委員会編『町田教育市史上巻』（町田市教育委員会　1988 年）P178
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にしてわが国は反動恐慌に見舞われ、それにもかかわらず膨張する国政事務経費の負担によっ
て地方財政は極度の窮状に陥った。政府は地方改良運動を展開することを通して共同体秩序の
維持・再編に努めると同時に、他面では部落有財産の統一を強力に推進し行政村の財政基盤の
強化を図った。この『基礎的自然的自治団体の破壊過程』は学校有財産の整理をも当然ともな
い、部落的割拠の経済的基盤の掘り崩しとともに小学校の統廃合もすすんだものと思われる」5
と、その要因を経済的な観点からとらえている。
　笠間憲治氏は、「学校と地域社会との関係の形成を、明治末期から展開される地方改良運動
の時期を対象として、とくに学校運営に焦点をたてて明らかにすることを課題と」し、「小学
校が所在地域である行政町村とどのような関係を結ぶに至ったのかを、小学校教員の諸活動を
含めた学校運営の側から解明することを中心的課題と」して「地方改良運動という町村改良政
策が小学校と小学校教員のあり方をどのように変容させていったのかを分析」した。そして、
地方改良運動期になって、地方における「教化ノ中心」としての小学校、「地方文化ノ先導者」
としての小学校教員というあり方が新たに加わり、教師には「児童の徳育上の指導者であるに
とどまらず町村民の人格上の指導者」であることが求められるようになったと述べる。つまり、
学校統合は村財政を軽減する目的もあったものの、「教化ノ中心」をただ一つとする一村一校は、
郡当局（そして県当局）にとって「村内地域集団間の利害対立を解消し、共同一致の強固な行
政村づくり」のうえで望ましかったのだと結論づけたのである。6
　具体的に笠間氏は、明治 40 年に上久屋尋常高等小学校と下久屋尋常小学校の統合のさい「寝
食ヲ忘レテ部民ヲ諭シ利害ヲ説キ誠実熱心事ニ当」った校長の樋口千代松が県当局から高く評
価されたことについて、県当局は「小学校の分立が村の財政上から不都合であったばかりでな
く、村の「教育上ノ統一ヲ欠ク」という点からも望ましくなかったのである」とし、村民教化
の統一性と一貫性のため、小学校の統合に活躍した校長・樋口を称揚したのであると論じてい
る。7…このように、日露戦争後（地方改良運動期）の小学校の統合は、村の財政負担の軽減に
加え、村民教化の統一性と一貫性の目的で実施されたというのが先行研究である。
2．忠生村における小学校統合問題の展開
　2.1　町田市市域の小学校統合過程
　明治後期、現在の多摩地域でも学校の統合をめぐって多くの村で紛争がおこったが、それに
関しては保坂一房氏の論文「学校建設と地域社会」に詳しい。保坂氏はこの中で、南多摩郡小
宮村の学校紛争を紹介している。8
　明治 40 年 1 月 16 日に開かれた小宮村の村会では、「村内の 3小学校を廃して新たに小宮村
立尋常高等小学校と 2分教場の設置する」という南多摩郡長の諮問案を可決する。ところが村
民の一部が新しく設置される小学校の位置を巡って激しく反対し、それが高じて村会議員 12
5… 坂野健児氏・清水修二氏著『地域社会と学校統廃合』（八朔社　1994 年）
6… 笠間憲治著『地方改良運動期における小学校と地域社会──「教化ノ中心」としての小学校──』（笠間賢二著　
日本図書センター　2003 年）P7 ～ 28
7… 笠間憲治著『地方改良運動期における小学校と地域社会──「教化ノ中心」としての小学校──』（笠間賢二著　
日本図書センター　2003 年）P229 ～ 236
8…『多摩のあゆみ　100 号』所収（たましん地域文化財団発行　2000 年）P228 ～ 233
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名のうち 5人が辞職する事態に発展する。このため地元の代議士の森久保作蔵などが調停に乗
り出すが、4月 12 日の村会議員選挙では反対派 8名、賛成派 3名が当選し、小学校新設は頓
挫する方向になった。ところが内田濤次郎村長は、学校建設納税告知書を村民に配布するなど
新設の方向を曲げず、反対派とのあいだで大きくもめはじめた。内田村長は 6月に南多摩郡参
事会に裁決をあおぎ、参事会は村会が決めた新築延期を取り消したのである。
　すると小宮村会はこれに反発し、東京府知事に誓願書を上申。さらに村民たちが 9月末から
反対のための集合を繰り返し、10 月になると内務省と東京府へ誓願するため約 300 名が大挙
して甲州街道から徒歩で東京へ向かうなど大騒動に発展する。そこで再び森久保作蔵ほか、八
王子町長、日野町長、稲城村長や府会議員などが仲裁に入るが、双方ともなかなか納得せず、
さらに代議士の村野常右衛門らが加わって話し合いを重ね、11 月に入ってようやく仲裁案を
受け入れて落着することになった。このように大騒動に発展した小宮村の小学校統合をめぐる
学校紛争だったが、忠生村以外の町田市市域の小学校統合については、以下のような経緯をた
どっている。
①町田村：明治 36 年に町田尋常高等小学校と本町 4分校がスムーズに統合完了した。それは、
原町田・本町田・大谷・森野の旧村の接点に当たる地に、新校舎のための広い敷地を入手でき
たからだとする。
②南村：明治 33 年に高ヶ坂地区に突然独立の小学校が設立された。「必ずしも必要適当なりと
認めずと雖
いえども
、村内部落間の感情衝突の関係より、同所に一学校を設置するに非れば、村治上の
紛乱を来し」（東京府公文書）とあり、旧村間の対立があったようだ。明治 41 年からは南尋常
高等小学校と南尋常小学校はずっと二校並立状態となった。
③堺村：明治 35 年に相原地区の学校統合をめぐって村会議員過半数が辞任。村長と後任村長
も辞任、一時、南多摩郡役所からの管理村長が派遣される事態になったが、明治 41 年に騒動
は終息した。
④鶴川村：明治 41 年に 5校の尋常小学校と 1校の高等小学校を合併し、鶴川尋常高等小学校
が創立され、小野路に分教場が置かれた。ただ合併については明治 34 年に地元の代議士村野
常右衛門が主唱し、村長の須崎緝作が尽力したが、野津田区と金井区が反対し、井上吉之助府
会議員の提議により三ヶ年延長することになった。さらに日露戦争が起こったので遷延し、よ
うやく明治 41 年になって「金田郡長、木崎主席書記、田木視学臨席の上、本村名誉職の議に
附するや、万場之に賛」したのである。（『鶴川村誌』）
　このように忠生村の周辺地域でも、スムースに小学校が統合された地域は少なく、何らかし
らの問題が発生していることがわかるだろう。その理由について『町田市教育史上巻』は、小
学校が「旧村を基盤に成立していたということである。小規模学校は村の住民にとっては、自
分たちが建て維持してきた建物であり、文化のシンボルであった。その消滅は旧村が名実共に
消え去ることであった。その思いが学校統合の抵抗となったのである」9…とする。
　2.2　忠生村の小学校統合問題の要因
9… 町田村、南村、堺村、鶴川村の小学校統合については、東京都町田市教育委員会編『町田教育市史上巻』（町田市
教育委員会　1988 年）P174 ～ 185 を参考。
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　明治 40 年 6 月 27 日、南多摩郡長より忠生村内の尋常小学校 4校と高等小学校 1校を合併す
るよう諮問があった。これに対し村議会は、尋常高等併立の一校と分教場一校を設置すべき旨
を決議答申し、8月 30 日に郡役所に認可されている。10
　当時の忠生村の小学校は、以下の 5校である。
　①向明尋常小学校（図師・山崎地区。明治 6年創立）、②小山田尋常小学校（下小山田地区。
明治 6年創立）、③有隣尋常小学校（上小山田地区。明治 6年創立）、④誠意尋常小学校（木曽・
根岸地区。明治 6年創立）、⑤忠生高等小学校（忠生村全体。明治 29 年創立。4年制の単独校。
向明小学校に隣接）
　小学校の統合については、東地区（図師・山崎・下小山田）の向明・小山田両校は消極的で
あったが、西地区（木曽・根岸・上小山田）の有隣・誠意小学校は生徒増により校舎の新築の
必要性があり、とくに誠意小学校は、明治 37 年に校舎の新築をあきらめ、二部授業をおこな
う劣悪な状況にあったので、積極的だった。ただ、統合問題が「忠生村会議録」に現れてくる
のは明治 43 年になってからで、それまでの統合についての経緯はまったく不明である。
　同明治 43 年 3 月 17 日に村議会が開かれ、次のような小学校統合に関する議案が提出された。
　忠生村の尋常小学校 4校の経済を明治 43 年度より共通支弁とすること。新たに 5校を統合
した尋常高等小学校を図師大橋坂上に建て、分校を上・下小山田区内へ 1カ所設置すること。
各校の備品や校具、余剰金を持ち寄ること。ただし、向明尋常小学校は例外とすること。学校
建築にかかる経費は、明治 43 年から 3年間徴収し、明治 44 年度から工事を始めること。児童
通学のため下小山田鳥居坂と山崎簗田寺の悪路を改修することなどが決められた。
　なぜ向明尋常小学校が例外なのかは不明だが、同校は天野佐一郎が校長をしており、小学校
統合反対の急先鋒だったとされるから、同校に対し何らかの配慮がなされた可能性がある。
　この議案は、建設経費の徴収を 3年から 5年に変更するなど多少の修正を加えながらも、無
事に通過した。
　続いて出された議案は、「従来の高等小学校を廃止し、尋常高等小学校を 1校と分教場 1カ
所を設置。ただし分教場は 4学年まで。3学級を超えたときは本校へ収容」という分教場に関
するものであった。これについて上小山田区の議員の牧野敬助が修正案を出したことで、議会
は一気に紛糾する。牧野は、分教場は 4学年までではなく 6学年まで収容したいと主張したの
である。分教場は有隣尋常小学校（上小山田区）の近くに設置されることになっていた。つま
り、有隣尋常小学校が廃止されても、上小山田区の子どもたちは、義務教育の 6年間、新しく
誕生する統合された小学校に通わずに済むことになる。まさに区のエゴが出たのである。
　これに対して図師区の河合茂重郎は、分教場を 6学年までとすると、器械類その他の費用が
かかり住民の負担になるとして原案のほうに賛成した。こうして議案に対する決が採られた結
果、わずか一名差で牧野の修正案が可決されてしまったのである。これは東地区（図師・山崎・
下小山田）の議員にとって我慢できないことだったようで、即日、東地区 8人の議員全員が辞
職願いを提出した。
　原案に賛成した図師区の河合茂重郎は、元村長の河合半造と連名で、3月 19 日に天野福次
郎（佐一郎の父親で天野家の戸主）に次のような書簡を送っている。
「拝啓、豫而御協●●●●学校合併問題ニ付、去十七日村会●●●経過御報告申上度候間、明
10…忠生村の小学校統合の村議会の動きは、すべて忠生村役場の「村会議録」（町田市立自由民権資料館蔵）を参照。
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廿日午後三時ヲ期シ向明学校ヘ御会同被成下度、此段御通知申上候也、明治四十三年三月十九
日　河合半造…………河合茂重郎　　天野福次郎殿」（※●は判読不能）11
　この書簡により、図師区の議員が地元の有力者を集めて小学校統合問題の紛糾経緯を説明す
るとともに、結束しようとしていたことが推測できる。
　議会の紛糾から約一月後の年 4月 11 日に村会が再開されたが、開会にあたって村長の守屋
寛一は出席した議員に対して次のように述べている。
「図師山崎及下小山田ヨリ選出ノ村会議員八名、不
のこらず
残辞表ガ出テ居リマシテ（略）円満ナル解
決ニ至リマセンデ□故ニ遺憾ナガラ受理スルコトニ決定致シマシタ、（略）殊ニ今回ノ辞職ハ
ツマリ学校問題カラ各区意見ノ衝突ニヨリ感情上ノ牽制ヲ惹
ひ
キ起シタルモノナレバ、□ニ将来
教育上ニ及ボス影響ハ如何バカリカワカリマセンシ、殆
ほと
ンド五里霧中ニ彷
ほうこう
徨スル□ナ心地ガシ
テ、当局者ノ私ハ実ニ杞憂ニ堪ヘマセン、併
しか
シ今日此ノ如キ場合ニ立チ至リマシテハ□處アリ
マセンカラ、辞表ヲ受理スルコトニ致シマシタカラ、半数ノ議員ニテ開会スルコトニナリマシ
タ次第デアリマス、處
ところ
ガカク少数ノ議員ニテ村会ヲ開クヤウナコトハ、誠ニ稀ナルコトデアリ
マスシ、殊ニ一方ヘ偏シタル議員議決シタコトハ正当ナル事由モ、他ノ辞職議員カラ見ルト偏
パダトカ又ハ自分勝手ノ議決ヲシタトカ色々評語ガ出マストコマリマスカラ、他ヨリ見テモ少
シモ不公平ノナイ様ニ慎重ノ態度ヲ以テ議決セラレタイト思ヒマス、由
よっ
テ之カラ議事ニ取リカ
カリマス」（※□は判読不能）
　村長の守屋貫一は西地区（根岸）出身だが、この時点においては区間での対立による行政村
の混乱を防ぐべく、残存した西地区議員に公平な態度を求めたのである。
　2.3　紛糾する忠生村の小学校統合問題
　しかし、4月 20 日開かれた村会では、村の混迷をさらに深めるような決議がなされている。
この日、小学校新築予算が可決され、続いて辞職議員についての審議が行われたが、紛糾のきっ
かけをつくった上小山田区の牧野敬助は次のような提案をおこなった。
「元来村会議議員ナル一村名誉職ハ自治制度ニ於ケル立法部ノ主□トシテ軽々シク辞職ヲナシ
村治上ノ政体ヲ放任ニスルガ如キハ、町村住民トシテ其ノ自治体ノ義務ヲ考サル者、殊ニ今回
学校問題トシテ本村重大ノ関係アル一大問題ノ起リ居ルニモ拘
かかわ
ラズ斯
か
ク軽挙アルハ、甚ダ粗
そ こ つ
忽
ノ挙動ト云ハナケレバナリマセンカラ、正当ノ理由ヲ以テ辞職シタルモノト認ムルコトハデキ
マセン、又辞表ヲ調査シテ見マスト尽ク都合ニヨリトカ一身上ノ都合ニヨリトカ、又ハ家事上
ノ都合ニヨル□□色々ノ事ナルモ□□町村制第八条第二項中ノ相当事由ト認ムルコトガデキマ
センカラ、第三項ノ処分中三年間公民権停止ヲスルコトニ致シタイモノデス」（※□は判読不能）
　つまり、小学校統合をめぐる今回の辞職は軽挙であり、正当な理由ではないので、辞職した
議員歴六年未満の中丸四郎兵衛、若林巷之助、牧野利三郎、渋谷忠蔵の公民権を停止すべきと
主張したのである。しかもこの提案は、満場一致で可決されたのだった。
　結果、中丸四郎兵衛、若林巷之助、牧野利三郎、渋谷忠蔵の 4 名に宛て、「右貴下明治
四十三年　月　日附…忠生村会議員辞職届ハ明治四十三年四月二十日忠生村会ニ於テ町村制第
八条第二項中、正当ノ理由ナクシテ名誉職ヲ辞職シタルモノト認メ、町村制第八条第三項ニヨ
リ忠生村公民権ヲ三ヶ年間停止ストノ議決相成候条、此段及通知候也　明治四十三年四月二十
11…明治 43 年 3 月 19 日付、天野福次郎宛河合半造・河合茂重郎書簡（天野家関係文書）
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日　忠生村会議長守屋寛一　中丸四郎兵衛殿　外三名」という公民権停止の決定通知が作成さ
れた。　
　公民権停止の通知を受け取った若林巷之助、牧野利三郎、渋谷忠蔵 3名は、南多摩郡長金田
吉郎や郡参事会に 4月 23 日、以下のように公民権停止処分の取消を請願した。
「一、不服ノ要点及理由　本村学校問題ニ関シ当初円満ノ解決ヲ期センカ為メ、曩ニ郡長閣下
ノ示サレタル案ニ依リ数回協議会ヲ開カレ、其結果大体ニ於テ一致ノ歩調ヲ見ニ至リ、三月
十七日ヲ以テ開カレタル村会ニ於テ満場一致ヲ以テ議決セラルベキヲ予期シタリ、然ルニ豈
あにはか
斗
ランヤ協議会ノ骨子ヲ破壊シタ修正説ハ一票ノ差ヲ以テ議決セラレタリ、是実ニ本村ノ平和ヲ
破壊スベキ議決ニシテ拙者共到底之ト共ニ事ヲ為スニ堪
たえ
ズ、一意本村ノ前途ヲ憂テ、事此ニ出
タルモノニシテ之ガ為メニ公民権ヲ停止セラルヽハ不当ノ甚シキモノト信ズ　一、要求　忠生
村公民権停止ノ回復ヲ要求スルモノナリ」
　上記の史料を解釈すると、忠生村の小学校統合問題は辞職騒動が起こる以前より紛糾してお
り、南多摩郡長が介入して解決案を提示する事態になっていたようだ。しかもその案をもとに
数回にわたる協議がなされており、3月17日の村会で円満に落着する予定だったこともわかる。
ところが、上小山田区の牧野敬助が突然修正案を提出し、これに西地区の議員たちが賛成して
原案をひっくり返すという事態になったので、東地区の議員が激怒して総辞職する事態に立ち
至ったことが理解できる。つまり、3月 17 日の時点では東地区の議員たちは小学校の統合に
は賛成していたことになる。ただ、新設される新しい尋常高等小学校には、各校から備品や校
具、余剰金を持ち寄ることになっていたのに、向明尋常小学校だけ例外が例外とされたことか
ら、先述のとおり同校の天野佐一郎に対する配慮が感じられる。
……結局、6月 21 日、南多摩郡長は庶務主任南多摩郡書記の木崎直蔵を通じて忠生村村長の守屋
寛一に対し、下野議員 4名のうち林巷之助、牧野利三郎、渋谷忠蔵の 3名は、村会での決議さ
れた公民権停止処分が妥当と伝えた。
　6月 23 日、村会が開催され、「尋常高等小学校敷地選定ノ件」が審議されることになってい
たが、新たに選出された河合半造、天野福次郎をはじめとする東地区の議員 8名全員が欠席し
た。このため牧野敬助は審議延期を求め、これが可決されている。いずれにせよ、忠生村は東
西分裂によって議会の機能マヒする状況に陥ってしまったのである。
　2.4　忠生村小学校統合問題の終息
　こうした状況のなか、地元の衆議院議員がこの問題の解決に乗り出してくる。
　明治 43 年 7 月 10 日に立憲政友会の村野常右衛門衆議院議員が紛争の仲裁のため忠生村に来
村する。『村野日誌』には「十日（曜休）午前廿五分発ニテ学校問題仲裁ノタメ忠生村ニ出張、
午后一時半原町田発ニテ帰宅」12…とある。ただ、この日だけでは決着がつかなかったようで、
同年 9月 24 日にも「午前七時三十分発ニテ南多摩郡忠生村ニ出張、学校合併問題ヲ仲裁シ、
午后鶴川旧宅ニ帰ル、森久保氏モ来泊セラル」13…とあり、再び仲裁に乗り出している。
　代議士の森久保作蔵が鶴川村（忠生村に隣接）の村野旧宅に宿泊したとあるから、森久保も
忠生村に同道した可能性もある。このように、地元選出の衆議院議員を巻き込む大きな事態に
12…「村野日誌」（『村野常右衛門伝──政友会時代』著者村野廉一・色川大吉、発行　者村野廉一　1971 年所収）P201
13…「村野日誌」（『村野常右衛門伝──政友会時代』著者村野廉一・色川大吉、発行者村野廉一　1971 年所収）P203
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発展したのである。
　村会議録によれば翌明治44年5月、村議会で「分教場は4学年まで」という修正案が可決され、
小学校統合問題は落着している。つまり、東地区の議員たちが支持していた原案にもどったの
である。
　そして 7月 5 日の村会議で、6月 27 日に南多摩郡長金田良郎が忠生村小学校 3校を廃し、
新たに尋常小学校 1 校を設置することに対する意見徴集に対し、満場一致で異議なき旨を
答申14、先日おこなわれた和解の懇親会により、忠生村の小学校統合問題が円満解決したこと
を満場一致で確認したのだった。
　こうして統合反対の急先鋒だった佐一郎も、新しく誕生した忠生尋常高等小学校の一訓導（教
員）となった。しかしそれからわずか1年で同校を離れ、隣村南村の小学校長へ転出してしまう。
　同じ向明小学校の教員・鬼頭正一は「忠良なる教育者なりしが単に僧侶たるの故を以て、二、
三有力者の忌む所となり論旨退職」（『二葉会雑誌第五号』）15…とあり、さらに「天野佐一郎氏、
前後十数年村校に奉職せられしが気概あり、屈せざるを以て、鬼頭氏と同じく二、三者の方寸
より、俄かに南村尋常小学校長として転任せらる、余人の意外とする所也」と記されているこ
とから、転任に追い込まれたことがわかる。…
　ただ、佐一郎は病気を理由に 1年で南村尋常小学校も退職する。さらに大正 3年、西多摩郡
新井千代吉視学に依願して同郡の小学校の欠員を探してもらい16、同年、自ら郷土を離れ、西
多摩の五日市小学校へと異動してしまう。その後も青梅、福生と西多摩地域の小学校を回わり、
大正 9年に新たに南多摩郡八王子に創設された東京府立第二商業（現・都立第二商業高等学校）
に習字の教員として赴き、終戦の昭和 20 年まで忠生村に居住することはなかった。
……以上のように行政村と区の決定的な対立がおこったさい、小学校の校長や教員たちは、どち
らかを選択せざるを得なくなる。実際、明治 38 年、会長の天野佐一郎は、忠生青年会では奉
天が陥落したことを祝して奉天祝捷会の挙行を計画した。このおり有隣小学校の教員であり上
小山田区の名望家出身牧野勝重は、青年会（行政村の官製的組織）と区の間をつなごうとして
非常な努力を払ったが、上小山田区は不参加を決めた。こうして調停が失敗に終わったとき、
勝重自身もまた祝捷会を欠席したのである。すなわち区側についたのだ。対して佐一郎は、あ
くまでも行政村側に立って祝捷会を挙行した。
　しかし、行政村の「良教員」だった天野佐一郎も、小学校の統合問題で自分の出身区と行政
村の間に大きな亀裂が入ったとき、牧野勝重と同じように苦渋の選択を迫られた。すると、こ
のときは区側について反対をとなえたのだ。結果、統廃合が行われた後もこの問題はしこりと
なって尾を引き、佐一郎は行政村から去ることを余儀なくされたのである。
14…「永久保存　小学校新築書類　忠生村役場」（町田市立自由民権資料館蔵）
15…『二葉会雑誌第五号』大正元年（天野家関係文書）
16…大正 3年 9月 8日付、天野佐一郎宛新井千代吉書簡（天野家関係文書）
